
全会一致可決
岩
水
豊
総
務
常
任
委
員
長
か
ら
の
報
告
（
一
部
抜
粋
）

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
第
33
号
令
和
４
年

度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
審
査
の
過
程
で
、
子
ど
も
未

来
館
検
討
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
委
員
会
設
置
要
綱

の
設
置
目
的
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
が
、
理
念
的
な

説
明
で
あ
り
、
具
体
的
な
構
想
が
見
え
な
い
た
め
、
子
ど
も

未
来
館
検
討
委
員
会
出
会
謝
礼
22
万
４
０
０
０
円
を
減
額
す

る
修
正
案
を
提
出
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、
委
員
会
と
し

て
修
正
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

本
案
に
つ
い
て
の
討
論
で
は
、
修
正
案
に
賛
成
の
討
論
が

あ
り
、
同
設
置
要
綱
の
第
１
条
（
設
置
）
に
、
施
設
に
つ
い

て
の
調
査
及
び
検
討
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
建
物
を
意
味
し

て
い
る
。
子
ど
も
未
来
館
の
方
向
性
が
議
会
に
説
明
が
な
さ

れ
な
い
。
子
育
て
世
代
か
ら
す
れ
ば
、
施
設
で
は
な
く
ソ
フ

ト
事
業
を
望
む
。
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
と
協
議
も
さ
れ

て
い
な
い
と
し
て
、
修
正
案
に
賛
成
す
る
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

■
本
案
の
原
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

な
し

■
本
案
の
原
案
に
対
す
る
反
対
討
論

山
田
義
盛
議
員

子
ど
も
未
来
館
に
対
す
る
説
明
・
内
容
に
不
足
を
感
じ
て

い
る
の
で
原
案
に
反
対
す
る
。

■
本
案
の
修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

重
久
昌
樹
議
員

本
市
の
令
和
４
年
度
の
施
政
方
針
に
お
い
て
は
、「
本
市

の
財
源
は
自
主
財
源
に
乏
し
く
、
国
・
県
補
助
金
や
地
方
交

付
税
に
依
存
し
、
本
市
の
財
政
状
況
は
一
段
と
厳
し
く
な
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
本
市
に
お
い

「
子
ど
も
未
来
館
」

総
務
常
任
委
員
会
が
修
正
案
を
作
成
・
提
出

て
は
本
庁
舎
増
築
、
大
隅
・
財
部
支
所
庁
舎
の
建
設
、
南
九

州
畜
産
獣
医
学
拠
点
施
設
事
業
、
あ
る
い
は
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
な
ど
多
く
の
箱
物
建
設
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。「
子
ど
も
未
来
館
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
建
物
の
建
設

等
が
想
定
さ
れ
る
。

子
ど
も
未
来
館
に
関
す
る
具
体
的
な
説
明
が
乏
し
く
、
新

築
を
す
る
に
し
て
も
、
あ
る
い
は
既
存
の
建
物
を
改
築
し
て

利
用
す
る
に
し
て
も
多
額
の
建
築
費
用
が
予
想
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
現
段
階
に
お
い
て
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
、
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

徳
峰
一
成
議
員

子
ど
も
未
来
館
の
要
綱
、
委
員
長
報
告
、
質
疑
を
踏
ま
え

て
、
市
と
し
て
は
や
は
り
準
備
不
足
で
あ
っ
た
。
委
員
会
審

議
で
も
十
分
に
担
当
課
が
答
え
ら
れ
な
い
。
実
態
を
踏
ま
え

周
到
な
準
備
の
上
で
提
案
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
削

除
し
た
修
正
案
に
賛
成
で
あ
る
。

渡
辺
利
治
議
員

子
ど
も
の
た
め
に
は
、
決
し
て
無
駄
な
投
資
で
は
な
い
と

思
う
が
、
現
状
を
考
え
る
と
時
期
尚
早
で
あ
る
。
中
央
一
体

型
の
施
設
・
施
策
に
な
っ
て
し
ま
い
、
街
を
離
れ
た
地
方
は

ど
ん
ど
ん
置
い
て
き
ぼ
り
を
食
う
よ
う
な
状
況
で
、
こ
の
よ

う
な
施
策
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

全
て
が
平
等
で
な
い
と
い
け
な
い
と
痛
感
し
て
い
る
。

よ
っ
て
こ
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
修
正
案
に
賛
成
で
あ
る
。

■
本
案
の
修
正
案
に
対
す
る
反
対
討
論

な
し

修正案及び
修正部分を除く原案

第１回定例会　会期令和４年２月25日から３月25日（29日間）

（万円）
会　計　名 予　算　額 前　年　比

一 般 会 計 259億8,977 △ 8億8,522

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 56億2,121 △ 2,114
後 期 高 齢 者 医 療 6億5,095 3,146
介 護 保 険 59億5,960 1億769
生 活 排 水 処 理 事 業 6,837 △ 4,442

水 道 事 業 会 計 収益的支出予定額 5億6,518 △ 160
資本的支出予定額 4億2,479 6,514

公共下水道事業 収益的支出予定額 1億9,851 △ 3,146
資本的支出予定額 1億2,139 416
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本庁舎改築工事完了後のワンストップ窓口対応

1,516万円
問　本庁舎改築工事完了後のワンストップ窓口の
強化のための本庁舎窓口の体制は。

答 会計年度任用職員を 5人増員し、サービス向
上に努める。

問　両支所の体制と本庁の窓口対応に大きな開き
があるのでは。

答 財部支所では地域振興課を 1階に配置するの
で、以前より対応が改善される。また、10月開庁
に併せて小規模水道事業は、水道課に移管する。

一般会計予算 259億8,977万円

財部支所庁舎建設予定地（基本計画策定業務委託料等）

551万円

令和４年度当初予算
総 務 常 任 委 員 会

南九州畜産獣医学拠点事業（令和3年度からの繰越明許費含む）

21億3,069万円

問　令和４年度完了が原則であるが、可能か。
答 計画的な工事発注により完成させる。

古民家再生活用モデル提案事業

700万円

問　建物の老朽化が進み、雨漏りや土台の腐食が
進んでいるが、今後の対応は。

答 事業提案者と十分な協議により対応したい。
意見　事業の見直しを含め検討しなければならな
い課題が多いのでは。

大隅支所庁舎及び中央公民館建設予定地（用地取得費等）

1億612万円

問　財部支所の図書館を取壊し建設するが、図書
館をどこに移転するのか。

答 検討中である。
意見　図書館利用者の事を考えて、取壊し前に移
転等を含め協議を行うよう求める。

問　庁舎建設後の駐車場のスペースは。
答 財部支所庁舎は、きらめきセンターの駐車場
と併せて316台、大隅支所庁舎は、現庁舎の解体
後のスペースを含めると442台であり、大隅文化
会館周辺では312台になる。
意見　本庁舎増築部分の完成後は、両支所の職員
数が大幅に減るので大隅支所の用地取得は必
要最低限にする必要がある。

問　合併特例債の借入可能額は。
答 令和 4年度当初予算後は，残り約16億3,000万
円になる。
意見　大型工事の入札契約については、適正な参
加業者数を確保すること。さらに議会の議決
が必要な案件については、議会で十分な審査
ができるよう入札日等の対応を要望する。

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



地域医療支援費
5,523万円

問　救急医療体制・救急搬送の状況はどうなって
いるか。

答 医師の常駐体制については、曽於郡医師会立
病院が 8人、都城市郡医師会病院が29人である。
救急搬送の状況は、令和元年 7月に末吉に松岡
救急クリニック分院が開院してから曽於郡医師
会立病院への搬送が減少している。年間300人前
後が松岡救急クリニック分院に救急搬送されて
いる。

生活困窮者自立相談支援事業

1,529万円
問　生活困窮者自立相談支援事業について伺う。
答 生活保護に至る前の生活困窮者への支援を新
年度から社会福祉協議会に委託する。

問　丸投げをしたら実態がつかめなくなる心配が
ある。検証が必要ではないか。

答 今後は、支援調整会議を行い、市としても加
わっていきたい。

文 教 厚 生 常 任 委 員 会

小学校のあり方検討委員会

　 5月下旬に委員会を設置し、 6月から 5回程度
委員会を開催して小学校の現状や児童数の推移、
学校規模、現地調査等を行って、今後の教育委員
会としての学校のあり方に関する基本方針等を決
定したいとの説明があった。また、これまでのス
クールバスのあり方や運行についての質疑に対し、
現在のやり方を踏襲して出来るだけ民間委託の方
向で検討したいとの答弁があった。

意見　学校の統廃合が進み少子化や児童数減少の
推移もあることから、現状と今後の状況につ
いて議論する場を設け、方向性や方針を決め
ておく必要があるのではないか。

ＰＣＲ検査補助金

100万円
　1/2補助から2/3の補助とし、上限が１万 5,000
円に改正されます。

問　全額補助すべきとした経緯があるのに、全額
補助にしなかったのはなぜか。

答　近隣市町を調査した結果、全額補助は既に県
が実施している。これまでに補助をした方との
不平等感もある。また、医療機関によって検査
料に差があるため全額補助としなかった。

今後の PCR検査についてはこちらをご確認ください。
鹿児島県のホームページにリンクしています。

学校給食助成事業

2,697万円

問　小・中学校の月額の給食費は。
答 令和 4年度の給食費は未定であるが、令和 3
年度の月額の給食費は小学校が4,200 円・中学校
が4,600円で、これまで月額1,200円の一律補助で
あった。令和 4年度は小学校を月額1,400円の補
助、中学校を月額1,600円の補助に引き上げる。
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建 設 経 済 常 任 委 員 会

溝ノ口洞穴整備事業

599万円

　溝ノ口洞穴が国指定の天然記念物となったこと
を機に、来場者が増加しているので、利便性を図
るために溝ノ口洞穴周辺の整備に取り組みますと
の説明があった。

問　どの様な整備をするのか。
答 洞穴遊歩道の改修や案内看板の設置・誘導柵
の設置などの整備である。

市道整備事業

7億5,346万円

問　市道の改良率は。
答 改良率が68.7％であり、県内市町村の平均と
ほぼ同一水準の状況にある。厳しい財政状況で
はあるが、辺地・過疎対策事業など市財政にとっ
て有利な起債事業と補助事業等を活用したい。
また、市民のニーズと地域の実情にあった安心
安全な暮らしを支える道路網の確保と側溝や流
末排水路についても災害防止の観点から機能強
化を図るため整備を進める。

第12回全国和牛能力共進会負担金

426万円

意見　令和 4年度は 5年に１度の和牛のオリン
ピックといわれる全国和牛能力共進会が鹿児島県
で開催される年となる。前大会のように、日本一
の獲得に努めてほしい。
※前大会の宮城県大会では、曽於市から末吉町・
森岡德幸さん所有の「ほうび」号が第３区（若雌
の 2）に出品され、優等賞 5席（32頭中 5位）と
いう素晴らしい成績を残されています。

畑地帯総合整備事業曽於北部地区

3億2,217万円

問　事業の実施状況は。
答 大隅南地区で県営畑地かんがい水利事業を実
施中であり、給水栓設置及び散水機具の導入推
進を図っていく。

ほうび号

5 ☆定例会とは年 4回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3月・６月・9月・12 月に開催します。



特別会計予算 可決
曽於市生活排水処理事業特別会計予算

問　今後の合併浄化槽の譲渡はどうなるのか。
答 令和 4年度は平成14年度に設置した85基につ
いて譲渡手続を進め、令和13年度までの10年間
で計画的に譲渡処分していく。

全会一致　可決

曽於市国民健康保険特別会計予算

問　令和 4年度の予算編成方針は。
答 コロナの影響で病院の受診控えが見られ、受
診者数が減少し、給付費も 1.7％減少しているが、
感染者数が減少傾向となれば受診者数が伸びる
傾向が見られるため、これまでの実績を元に編
成をすることが難しく、前年度並みの給付費を
ベースに予算編成した。

問　歳計外繰入金 2億5,000万円を繰り入れな
かった場合の被保険者の負担額は。

答 繰入金がある場合は平均額で 1人当たり年 7
万2,445円に対して、歳計外繰入金がない場合は
9万8,914円になる。

全会一致　可決

曽於市後期高齢者医療特別会計予算

問　県全体の後期高齢者医療費の伸びは。
答 令和 2 年度で 0.25％、令和 3 年度で 1.02％上
昇している。主な要因は被保険者の増に伴い、
保険給付費が増加している。

問　被保険者の保険料の平均額は。
答 年 6万5,365円である。

賛成多数　可決

曽於市介護保険特別会計予算

問　令和 4年度の予算編成では、令和 3年度は給
付費が0.53％程度の伸びであるが、令和 4年度
は 2％の給付費の伸びで計上した理由と、保険
料総額は。

答 コロナの影響で実績が見えない中、令和 3年
度からの計画（第 8期介護保険事業計画）の中
で1.86％の伸びを見込んでいたことから 2％の
給付費として計上した。保険料総額については
8億6,862万3,000円で、被保険者数は 1万4,200人
である。

問　新規事業の移動支援型訪問サービスとは。
答 現在、要

・
介
・
護
・
者
・
への送迎サービスは整備され

ている。一方、在宅で生活が続けられるようサー
ビスを受けている要

・
支
・
援
・
者
・
等
・
への送迎サービス

は整備されていなかったため、新たにサービス
を開始するものである。

賛成多数　可決

令和 4年度

曽於市水道事業会計予算

問　建設改良費の工事内容は。
答 末吉地区上水道整備の高松浄水場整備工事が
主なものであり、高松水源地の水質には鉄分・
マンガンが基準値より多く含まれ、濁度も基準
値を超えているので、除去するために急速ろ過
装置を 2基設置する予定である。

全会一致　可決

曽於市公共下水道事業会計予算

問　令和 4年度の業務予定量は。
答 接続戸数1,738戸の予定となっており、接続率
は70％を超えたところであるが、引続き施設の
維持管理及び下水道加入促進に努める。

全会一致　可決
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専
決
処
分
の
承
認

承
認
案
１
号　
　
全
会
一
致

可
決

令
和
3
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号
）

10
億
３
８
１
０
万
円
追
加

補
正
後
予
算

総
額

３
０
１
億
６
８
９
３
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世

帯
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対

す
る
支
援
事
業
の
実
施
に
伴
う
も

の
で
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫

支
出
金
で
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特

別
支
援
事
業
費
補
助
金
を
、
歳
出

に
つ
い
て
は
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
を
そ
れ
ぞ

れ
追
加
す
る
も
の
が
主
な
も
の
で
す
。

計
画
の
策
定

議
案
第
１
号　
　
全
会
一
致

可
決

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
策
定

大
隅
町
市
吉
辺
地
の
総
合
整
備

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

現
在
策
定
し
て
い
る
総
合
整
備

計
画
が
令
和
３
年
度
末
で
計
画
期

間
を
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
今
回

新
た
に
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
８

年
度
ま
で
の
５
カ
年
の
総
合
整
備

計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。
事

業
内
容
は
、
地
域
内
の
市
道
笠

木
・
か
ん
じ
ん
松
線
の
改
良
舗
装

を
延
長
７
０
０
ｍ
、
事
業
費
は

８
１
０
０
万
円
と
し
て
計
画
し
て

い
ま
す
。

問

工
事
期
間
中
の
思
い
や
り
タ

ク
シ
ー
の
運
行
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

工
事
期
間
中
は
、
利
用
者
に

配
慮
し
な
が
ら
迂
回
路
を
設
け
る
。

辺地対策事業　笠木・かんじん松線　改良舗装工事

条
例
制
定

議
案
第
２
号　
　
全
会
一
致

可
決

曽
於
市
地
域
振
興
住
宅
譲
渡
条
例

の
制
定

地
域
振
興
住
宅
の
譲
渡
を
受
け

よ
う
と
す
る
希
望
者
へ
当
該
住
宅

の
敷
地
及
び
附
帯
設
備
も
併
せ
て

譲
渡
す
る
こ
と
に
関
し
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
制
定
さ
れ
る

も
の
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
５
号　
　
全
会
一
致

可
決

曽
於
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
曽
於
市
議
会
議

員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

令
和
３
年
８
月
10
日
の
人
事
院

勧
告
は
、
月
例
給
に
つ
い
て
は
、

民
間
給
与
と
の
較
差
が
小
さ
い

こ
と
か
ら
据
え
置
く
こ
と
と
し
、

ボ
ー
ナ
ス
に
つ
い
て
は
、
民
間
と

の
均
衡
を
図
る
た
め
に
引
き
下
げ

る
と
の
内
容
で
し
た
が
、
長
引
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
景
気
低
迷
へ
の
影
響
を
懸
念

し
、
令
和
３
年
中
の
適
用
は
見
送

ら
れ
、
国
は
、
令
和
４
年
２
月
１

日
の
閣
議
に
お
い
て
、
特
別
職
の

国
家
公
務
員
の
給
与
に
つ
い
て
、

一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改

定
に
準
じ
、
令
和
４
年
６
月
支
給

分
か
ら
、
令
和
３
年
人
事
院
勧
告

ど
お
り
の
措
置
を
適
用
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。
本
市
に
お
い

て
も
こ
れ
に
倣
い
、
期
末
手
当
等

の
改
定
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
６
号　
　

全
会
一
致

可
決

曽
於
市
職
員
の
諸
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

令
和
３
年
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、

一
般
職
の
職
員
の
期
末
手
当
の
支

給
割
合
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
７
号　
　

全
会
一
致

可
決

曽
於
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
の
国
家
公
務
員
に
係
る

妊
娠
、
出
産
、
育
児
等
と
仕
事
の

両
立
支
援
の
た
め
に
講
じ
る
措
置

に
つ
い
て
関
連
す
る
規
定
を
改
正

す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。
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議
案
第
８
号　
　

全
会
一
致

可
決

曽
於
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

消
防
団
員
の
報
酬
等
の
基
準
の

策
定
等
に
つ
い
て
消
防
庁
長
官
通

知
及
び
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地

域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る

法
律
に
よ
り
、
関
連
す
る
規
定
を

改
正
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

問

近
隣
市
町
と
の
違
い
は
な
い
か
。

答

出
動
報
酬
は
、
時
間
当
た
り

１
０
０
０
円
で
あ
り
同
じ
で
あ
る
。

議
案
第
10
号

全
会
一
致

可
決

曽
於
市
定
住
促
進
住
宅
用
地
分
譲

条
例
の
一
部
改
正

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

に
よ
り
、
成
年
と
な
る
年
齢
が
20

歳
か
ら
18
歳
に
引
下
げ
ら
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
本
条
例
に
お
け
る
住

宅
用
地
の
契
約
者
に
係
る
年
齢
要

件
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
11
号

全
会
一
致

可
決

曽
於
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制

度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等

に
関
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
関
連
す
る
規
定
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。
内
容
と
し
て

は
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、

未
就
学
児
に
係
る
被
保
険
者
均
等

割
額
の
１
／
２
を
軽
減
す
る
も
の

で
す
。

問

改
正
に
よ
る
影
響
額
は
。　
　

答

合
計
２
０
２
人
で
２
０
６
万

８
０
０
円
の
減
税
に
な
る
。

議
案
第
12
号

全
会
一
致

可
決

曽
於
市
出
産
祝
金
支
給
条
例
の
一

部
改
正

現
在
、
少
子
化
対
策
の
１
つ
と

し
て
、
第
３
子
以
降
の
出
産
に
対

し
て
子
供
１
人
に
つ
き
10
万
円
を

支
給
し
て
い
ま
す
が
、
乳
児
用
品

等
の
購
入
に
係
る
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
で
き
る
よ
う
、
第
１
子
及

び
第
２
子
の
出
産
に
対
し
て
、
子

供
１
人
に
つ
き
１
万
円
を
支
給
す

る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

問

改
正
の
決
定
過
程
に
つ
い
て

伺
う
。

答

副
市
長
以
下
11
人
で
構
成
さ

れ
る
人
口
減
少
対
策
委
員
会
の
暮

ら
し
子
育
て
専
門
部
会
か
ら
提
案

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

意
見

１
万
円
で
は
支
給
額
が
少

な
い
。
人
口
増
対
策
や
少
子
化
対

策
に
な
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

議
案
第
23
号

全
会
一
致

可
決

機
構
改
革
に
伴
う
総
務
常
任
委
員

会
所
管
の
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定

議
案
第
24
号

全
会
一
致

可
決

機
構
改
革
に
伴
う
文
教
厚
生
常
任

委
員
会
所
管
の
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定

議
案
第
25
号

全
会
一
致

可
決

機
構
改
革
に
伴
う
建
設
経
済
常
任

委
員
会
所
管
の
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定

以
上
３
議
案
は
、
本
庁
・
支
所

機
能
再
編
計
画
に
伴
い
、
主
に
総

務
常
任
委
員
会
、
文
教
厚
生
常
任

委
員
会
及
び
建
設
経
済
常
任
委
員

会
所
管
の
関
係
条
例
に
規
定
す
る

所
管
課
名
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

議
案
第
26
号

令
和
３
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

補
正
予
算
第
（
11
号
）

14
億
７
８
０
２
万
円
追
加

補
正
後
予
算

総
額

３
１
６
億
４
６
９
５
万
円

歳
入
は
、
交
付
額
の
確
定
に
よ

る
地
方
交
付
税
及
び
国
の
補
正
予

算
に
伴
う
国
庫
支
出
金
の
追
加
や

実
績
見
込
み
に
よ
る
寄
附
金
、
財

源
調
整
に
よ
る
財
政
調
整
基
金
繰
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入
金
の
減
額
が
主
な
も
の
で
す
。

歳
出
は
、
事
業
費
の
確
定
及
び
執

行
見
込
み
に
よ
る
も
の
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
各

種
事
業
の
中
止
等
に
伴
う
減
額
、

南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
事
業
や

繰
上
償
還
に
伴
う
公
債
費
の
追
加

が
主
な
も
の
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会（

岩
水
豊
委
員
長
）

【
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
】

問

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
し

た
企
業
が
、
そ
の
事
業
の
入
札
に

参
加
で
き
る
か
。

答

入
札
に
参
加
す
る
こ
と
は
問

題
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

【
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
事
業
】

問

令
和
４
年
度
中
の
完
了
が
前

提
で
あ
る
が
、
工
程
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

答

計
画
的
に
工
事
を
行
う
こ
と

で
完
了
で
き
る
。

意
見

地
元
畜
産
農
家
を
中
心
に
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
施
設
・
運
営
を
望
む
。

問

施
設
整
備
に
つ
い
て
女
子
学

生
へ
の
配
慮
等
、
大
学
と
十
分
協

議
を
行
っ
た
か
。

答

大
学
と
協
議
を
行
い
設
計
に

取
り
入
れ
て
い
る
。

意
見

南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点

事
業
の
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
こ
と
に
つ
い
て
強
く
要
請
す

る
意
見
を
付
す
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

⑴  

全
体
事
業
実
施
計
画
並
び
に

財
源
計
画
を
早
期
に
確
定
し
示

す
こ
と
。

⑵  
魅
力
あ
る
施
設
に
な
る
よ
う

に
、
２
次
診
療
等
を
考
慮
し
整

備
す
る
こ
と
。

⑶  

運
営
主
体
の
設
立
を
早
急
に

行
い
、
明
確
な
運
営
方
法
等
を

示
す
こ
と
。

⑷  

関
係
機
関
と
の
協
議
・
調
整

等
で
重
要
な
事
項
は
、
議
会
に

報
告
す
る
こ
と
。

⑸  

事
業
概
要
や
進
捗
状
況
に
つ

い
て
は
、
適
宜
、
議
会
並
び
に

市
民
へ
説
明
す
る
こ
と
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
上
村
龍
生
委
員
長
）

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
】

問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
の
執
行
残
に

つ
い
て
。

答

当
初
１
０
０
０
人
を
見
込
ん

で
い
た
が
１
４
８
人
の
申
請
と

な
っ
た
。
検
査
料
は
医
療
機
関
で

差
が
あ
り
１
回
２
万
５
０
０
０
円

か
ら
１
万
３
６
０
０
円
で
、
市
の

補
助
金
は
半
額
と
な
っ
て
い
る
が

２
万
円
を
超
え
る
検
査
料
は
上
限

が
１
万
円
補
助
で
あ
る
。
県
が
無

料
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
て
お

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
等
で

周
知
を
行
い
、
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
方
は
、
そ
ち
ら
を
案
内
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
市
へ
の
申

請
者
数
が
減
少
し
た
の
で
は
な
い

か
。

意
見

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
全
額
補
助

す
べ
き
で
あ
る
。

【
岩
川
小
学
校
改
築
事
業
】

問

継
続
費
の
増
額
補
正
の
内
容
は
。

答

岩
川
小
学
校
解
体
工
事
に
つ

い
て
国
の
法
律
が
改
正
さ
れ
、
壁

の
中
に
含
ま
れ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
も

除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
６
１
４
３
万
９
０
０

０
円
を
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
運
営
支
援

セ
ン
タ
ー
業
務
委
託
料
】

問

繰
越
明
許
費
の
補
正
の
内
容

は
。

答

校
内
で
全
員
が
一
斉
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
す
る
と
繋
が
り
に

く
い
状
況
が
出
た
り
、
ア
プ
リ
が

動
か
な
く
な
っ
た
り
不
具
合
が
出

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
委
託
し
て

改
善
点
等
の
報
告
を
受
け
る
も
の

で
あ
る
。

問

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
持
ち
帰

り
や
管
理
状
況
は
。

答

今
後
は
基
本
的
に
持
ち
帰
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
教
育

委
員
会
で
定
め
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
た
使
用
の
徹

底
と
、
児
童
・
生
徒
が
何
を
検
索

し
た
か
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
も

導
入
し
て
い
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
九
日
克
典
委
員
長
）

【
農
業
委
員
会
費
】

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
お
い
て
、農
地
集
約・

農
地
集
積
と
し
て
の
利
用
と
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
の
業
務
効
率
を
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図
る
た
め
、
22
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
導
入
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

【
地
域
商
品
券
発
行
事
業
】

プ
レ
ミ
ア
ム
無
商
品
券
の
年
度

末
需
要
が
多
い
た
め
、
５
０
０
万

円
の
増
額
補
正
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

【
メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
費
】

メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ
ン
タ
ー
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
大
幅
な
売
上
減
に
な
っ
た

た
め
、
歳
入
で
指
定
管
理
納
付
金

２
０
０
万
円
を
皆
減
し
、
歳
出
で

は
指
定
管
理
料
と
し
て
新
た
に

９
０
０
万
円
を
計
上
し
た
。
基
本

協
定
・
年
度
協
定
に
よ
り
協
議
の

申
し
入
れ
が
あ
り
、
協
議
の
結
果

対
応
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
】

問

分
担
金
の
減
額
の
理
由
は
。

答

大
隅
南
地
区
に
お
い
て
は
、

県
が
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
整
備
を
優

先
し
て
い
る
た
め
散
水
器
具
の

導
入
が
な
か
っ
た
。
散
水
器
具
の

ニ
ー
ズ
は
あ
る
の
で
農
家
へ
の
要

望
調
査
を
県
工
事
担
当
及
び
畑
か

ん
セ
ン
タ
ー
普
及
担
当
と
共
に
推

進
し
て
い
る
。

【
特
殊
地
下
壕
対
策
補
助
金
】

問

補
助
金
の
減
額
の
理
由
は
。

答

調
査
を
進
め
る
な
か
で
、
当

初
の
想
定
よ
り
地
下
壕
が
埋
ま
っ

て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
減

額
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
下
で

あ
り
全
て
を
把
握
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
現
在
、
人
家
に
直
接

的
な
影
響
は
少
な
い
。

西竹山地区の地下壕

発
議

３
月
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
（
発
議
案
）
５

件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

発議番号 件　　名 提出先等 提案理由

発議 1号 曽於市議会会議規則の
一部改正について － 　議場システムの改修に伴い，電子表決システムが導入されたため，

現行規則の一部を改正するものです。

発議 2号
ロシアによるウクライ
ナ侵略に断固抗議する
決議案

－ 　本市議会は，ロシアによるウクライナへの侵略に断固抗議すると
ともに，ロシア軍の撤退を強く求めるため、決議するものです。

発議 3号
国民の祝日「海の日」
の 7月20日への固定化
を求める意見書案 

内閣総理大臣

　平成 8年 7月20日に施行された「海の日」は平成15年以降 7月の
第 3月曜日となっています。 
　国民が海の大切さを理解し，その恩恵に感謝し，海の安全および
環境保全について思いを馳せる機会とするために「海の日」を 7月
20日に固定化することを要望する意見書を提出するものです。

発議 4号 医療費助成制度の現物
給付を求める意見書案 鹿児島県知事

　子ども医療費の窓口負担無料（現物給付）は，未就学児から高校
生までが新たな対象となっていますが，現在の窓口負担無料は住
民税非課税世帯が対象となっており，住民税課税世帯は償還払いと
なっています。また，重度心身障がい者医療及びひとり親家庭医療
の医療費助成制度も償還払い方式であるため，費用負担が大きく必
要に応じた医療を安心して十分に活用できない事象が生じていま
す。こうした現状は，償還払いによって実際には必要な医療が受け
られない課題を抱えており，県において住民の健康増進及び傷病の
早期発見・早期治療による重症化予防のため，所得制限なく , 医療
費の現物給付化を早期に実現するよう要請するものです。

発議 5号
医療費助成制度の現物
給付に伴う国庫負担金
減額措置の廃止を求め
る意見書案

衆議院議長    
参議院議長    
内閣総理大臣  
厚生労働大臣  
財務大臣      
総務大臣 

　国は地方単独医療費助成制度の現物給付化が医療費の増大をもた
らす要因であるとし，それを抑制するため，現物給付を導入してい
る自治体に対し，国民健康保険の国庫負担金を減額する措置を講じ
ています。このことは，国が本来果たすべきセーフティーネットを
担う地方自治体の努力や独自性を阻害するものであることから，地
方単独医療助成制度の重要性や必要性に鑑み，医療費助成制度の現
物給付を行う国庫負担金の減額措置を廃止し，安心して医療を受け
られる制度の構築を強く切望することから関係機関に意見書を提出
するものです。
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議決結果一覧
久長議員は議長のため、表決には参加しない。
賛成「○」。賛成者のみを諮る表決方法であるため、賛成者以外
（反対者・態度保留者・棄権者等）は「●」としている。

議案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

山
中
雅
人

出
水

優
樹

瀬
戸
口
恵
理

矢
上

弘
幸

片
田

洋
志

重
久

昌
樹

鈴
木

栄
一

上
村

龍
生

岩
水

豊

渕
合
昌
昭

今
鶴

治
信

九
日

克
典

土
屋

健
一

原
田
賢
一
郎

山
田

義
盛

大
川
内
冨
男

渡
辺

利
治

迫

杉
雄

徳
峰

一
成

結

果

議
案 第35号 令和 4年度曽於市後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可

決

議
案 第36号 令和 4年度曽於市介護保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可

決

発
議 第 3号 国民の祝日「海の日」の 7月20日への固定化を求め

る意見書案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可
決

私はこう判断しました

全会一致で可決した議案

区分 議案番号 件　名

承
認
案

第 1号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度曽於
市一般会計補正予算（第 10号））

議　
　
案

第 1号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

第 2号 曽於市地域振興住宅譲渡条例の制定について

第 3号 曽於市中央公民館の設置及び管理に関する条例の制定に
ついて

第 4号 曽於市地区公民館の設置及び管理に関する条例の制定に
ついて

第 5号
曽於市特別職の職員の給与に関する条例及び曽於市議会
議員の議員報酬，費用弁償及び期末手当の支給に関する
条例の一部改正について

第 6号 曽於市職員の諸給与に関する条例の一部改正について

第 7号 曽於市職員の育児休業等に関する条例の一部改正につい
て

第 8号 曽於市消防団員の定員，任免，服務等に関する条例の一
部改正について

第 9号 曽於市個人情報保護条例の一部改正について

第10号 曽於市定住促進住宅用地分譲条例の一部改正について

第11号 曽於市国民健康保険税条例の一部改正について

第12号 曽於市出産祝金支給条例の一部改正について

第13号 曽於市営住宅条例の一部改正について

第14号 曽於市地域振興住宅条例の一部改正について

第15号 曽於市小学校及び中学校の設置並びに管理に関する条例
の一部改正について

第16号 曽於市立学校給食センターの設置及び管理に関する条例
の一部改正について

第17号 曽於市教職員住宅条例の一部改正について

第18号 曽於市地区集会施設の設置及び管理に関する条例の一部
改正について

第19号 曽於市コミュニティセンターの設置及び管理に関する条
例の一部改正について

第20号 曽於市末吉農村地域活性化定住促進対策事業に関する条
例の廃止について

第21号 大隅都市計画事業八合原土地区画整理事業施行に関する
条例の廃止について

区分 議案番号 件　名

議　
　
案

第22号 末吉都市計画事業上町土地区画整理事業施行に関する条
例の廃止について

第23号 機構改革に伴う総務常任委員会所管の関係条例の整理に
関する条例の制定について

第24号 機構改革に伴う文教厚生常任委員会所管の関係条例の整
理に関する条例の制定について

第25号 機構改革に伴う建設経済常任委員会所管の関係条例の整
理に関する条例の制定について

第26号 令和３年度曽於市一般会計補正予算（第 11号）につい
て

第27号 令和３年度曽於市国民健康保険特別会計補正予算（第３
号）について

第28号 令和３年度曽於市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
３号）について

第29号 令和３年度曽於市介護保険特別会計補正予算（第３号）
について

第30号 令和３年度曽於市生活排水処理事業特別会計補正予算
（第３号）について

第31号 令和３年度曽於市水道事業会計補正予算（第５号）につ
いて

第32号 令和３年度曽於市公共下水道事業会計補正予算（第３号）
について

第33号
令和４年度曽於市一般会計予算について（修正部分を除
く原案）

令和４年度曽於市一般会計予算について（修正案）

第34号 令和４年度曽於市国民健康保険特別会計予算について

第37号 令和４年度曽於市生活排水処理事業特別会計予算につい
て

第38号 令和４年度曽於市水道事業会計予算について

第39号 令和４年度曽於市公共下水道事業会計予算について

発　
　
議

第 1号 曽於市議会会議規則の一部改正について

第 2号 ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議案

第 4号 医療費助成制度の現物給付を求める意見書案

第 5号 医療費助成制度の現物給付に伴う国庫負担金減額措置の
廃止を求める意見書案

11 ☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の

設
置

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
を

令
和
４
年
３
月
25
日
に
設
置
し
ま

し
た
。

議
員
定
数
の
削
減
や
市
長
選

挙
・
市
議
会
議
員
選
挙
の
同
日
選

挙
実
施
等
に
つ
い
て
調
査
・
検
討

す
る
も
の
で
す
。
委
員
は
議
長
を

除
く
19
名
で
す
。

委
員
長　
　
　

今
鶴
治
信

副
委
員
長　
　

原
田
賢
一
郎

　今年度の「議会報告会」は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から『中止』させてい
ただくこととしました。
　市民の皆様の安心安全な生活と健康を守るために、ご理解とご協力を賜りますようよろし
くお願い申し上げます。

議会報告会の中止のお知らせ

曽於市議会では定例会や臨時会の様子をインターネットによる
ライブ中継や録画放送を行っています。

曽於市ホームページより『議会映像配信』をクリックしてください。
※アドレス https://www.city.soo.kagoshima.jp/ 曽於市ホームページ➡

新型コロナウイルス感染症対策に伴う
議会傍聴へのご協力のお願い

　新型コロナウイルス感染症対策に伴い、感染拡
大防止の観点から本会議の傍聴にお越しの際は、
入室時に手指消毒及びマスクの着用にご協力くだ
さい。（風邪の症状や身体に不調がある場合は入
室をご遠慮ください。）
　また、開会中は本庁１階ロビーのテレビモニ
ターでも本会議の実況を視聴できます。ぜひご利
用ください。

本庁１階ロビーのテレビモニター
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